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・保育サービスの利用状況の推移について、保育所等の入所者は令和元年から令和２年に

若干増加しましたが、以降は減少傾向で推移し、令和６年では 1,748 人となっています。

幼稚園等の入園者は令和元年から減少しており、令和６年で 500 人を下回っております。 

・こどもの人口が減少するにつれ、保育所や幼稚園等の利用者数も減少傾向にあることが

うかがえます。  

【保育サービスの利用状況の推移】 

※各年４月１日、幼稚園等は各年５月１日、出典：あきる野市保育課 

（注１）保育所、認定こども園（２号認定・３号認定）、地域型保育事業及び地域単独事業（認証保育所） 

（注２）幼稚園及び認定こども園（１号認定） 
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・保護司は、法務大臣から委嘱を受けた非常勤の国家公務員で、犯罪や非行をした人の立

ち直りを地域で支えるボランティアです。

・保護司の数は横ばいの状況が続いていますが、高齢化等により今後減少が見込まれます。 

・健康づくり市民推進委員は、町内会・自治会から推薦され、市と協働で健康づくりの推

進を図っています。令和５年度の委員数は、114 人です。
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【健康づくり市民推進委員数】 

※各年３月 31 日現在、出典：各年事務報告書

【西多摩地区保護司会あきる野分区 保護司数】 

※各年４月１日現在、あきる野市福祉総務課集計


